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廃棄物の
処理

WSW –わたしたちが体現するものは?

Sören Högel | シュタットヴエルケの概略

ヴッパータール
の電力、天然ガ
ス、エネルギー
サービス

飲用水の生産
と汚水の処理

ヴッパーター
ルの安全でク
リーンな交通

年間9000万
人の乗客

地域アイデンティティー
「わたしたちはヴッパー

タールだ」 人と環境に対
する責任

実現化

安全性
パートナー
シップ
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WSW グループ企業
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WSW グループの実績
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-44.5

87.9

176.2

35.5

51.4

949.5

911.5

76.6

8.9

1,256.0

1,343.4

-200 0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

投資

利益

売上高

貸借対照表合計

WSW グループの実績 (100万ユーロ)

WSW Wuppertaler Stadtwerke GmbH (2015) WSW E&W AG (2016) WSW mobil GmbH (2016)

乗客数 (100万人)： 90.1 (2016)従業員数： 3,270 (2016)
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主権的権利による効果： 内部のエネルギー市場
- 非差別的な越境取引
- 卸売 & 小売市場
→ 切り離しによって実現（運営業者 & 生産業者）

ドイツの政治制度
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政府

連邦州

郡

（地方）地域

行政区域内の市

独立市

EU

金融、防衛、外交、国政、航空

教育、州内の治安（警察）

連携 & 特別な法の単位

地方自治

主権的権利の
引渡し
特に経済問題

業
務
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メガトレンドが描くのは社会全体の進展です。
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分散化 脱炭素化 デジタル化

個別化

ネオ・エコロジー

• 現地活動

• 子会社による決定と付加価値

• CO2フリーな社会に向かうトレ
ンド

• あらゆる部門に影響

• エネルギー部門で最初に実現

• 接続性生活のあらゆる面
でネットワークを形成

• データのセキュリティと保護

• 自動化

• 情報の処理

• 資源効率的で持続可能な経
済活動

• フェアトレード、地域的な製
品、リサイクル

メガトレンド

ボトムアップ

個々が変化に対する責任
を負う

社会における変化

• 自己効力感、個人の自由

• 自分のことは自分でやる

トップダウン

子会社レベルで中枢の管
理業務

多くのメガトレンドは部分的に重なり合い、エネルギー企業に影響

を及ぼしています。

デジタル化は、大量の情報を作成、利用する可能性を表します。

デジタル化はメタメガトレンド
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メガトレンドは政治活動に表出します。
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環境適合性

手頃な価格 供給の信頼性

エネルギー・
経済目標の三

角形

Quelle: EnWG

CO2排出量を80～95％削減

再生可能エネルギーのシェアを
80％にアップ

エネルギー効率を50％向上

総電力消費量を50％削減

2050年 目標

法的根拠：再生可能エネルギー法（EEG）

EEG 2014
固定価格買取制度

EEG 2017
入札形式

 再生可能エネルギー技術への投資を促進する政策メカニズム
 再生可能エネルギー生産者に対する長期的な契約

 ほとんどの再生可能技術に対して入札制度を導入
 目的：再生可能電力の拡大を着実に進めるため

7



ドイツのエネルギーシステムの転換
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自由化された中央市場 分散型の市場

• 大規模な発電所

• 少数の供給業者

• など

• 再生可能エネルギー（RE）
風力、太陽光

• 多数の供給業者

• など

原動力

メガトレンド

デジタル化、分散化、脱炭素化、ネオ・エコロジー、
個別化

ドイツのエネルギー転換

• エネルギー供給の分散化

• 原子力の段階的廃止

• 再生可能エネルギーの拡大と大規模発電所の
排除

• 標準

• 均質な製品

• 透明性

• 個別、局所的な解決策

• 製品の多様化

• 比較可能性は劣る

商品

利益が上がらない

規模の経済による恩恵

ブランドに対する信頼

付加価値によるプラスの効果

相乗効果

多角化の経済性

エネルギー市場の自由化

• エネルギー供給業者間の競争

• エネルギー製品の競争

以上のメカニズムのため、WSWは次の3つの開発軌道を進みます：

連携の相乗効果の活用 小売市場に注力リスクの分散
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自由化に耐えられるよう、ポートフォリオを広げてリスクを
分散します。

電気

販売

ガス

地域暖房

エネルギーサービス
(EDL):

あらゆる媒体の精製

市場

ヴッパータールの
KWK（地域暖房）

生産

ヴィルヘルムスハー
フェンの発電所への

参画

再生可能エネルギー

風力発電（ヘルム
シュタット）

市場

社内運営: Wasser 
und Abwasser 

Wuppertal (WAW):

水

ヴッパータール向け：

汚水

処理

AWGが運営:

廃棄物

規制

大規模なグリッド企
業が経営：

電気とガス

料金に関する現地の
法令-Kommunal-
abgabengesetz 

(KAG)

インセンティブに関す
る規制 –

Anreizregulie-
rungsverordnung 

(ARegV)

流通

市場の収益
電力の卸売/ 小売価格による

リ
ス
ク
の
分
散

リ
ス
ク
の
分
散

複数のレベルにまたがる潜在的に儲かる事業区分を幅広く多様化することで、長期的に
持続可能な業務を確保します。
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WSW Wuppertaler Stadtwerke GmbH

WSWグループ内での相乗効果の一例
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局所暖房

（ヴッパータール南部）

地域暖房

（ヴッパータール渓谷）
タービン

AWG プラントのボイラー

WSW E&W AG WSW mobil GmbH AWG相乗効果

市場の決定

蒸気

AWG プラントのタービン 電気

卸売市場

販売

暖房用の電力

自家消費
WSW プロジェクト「H2W」市場の決定

水素（H2）の生産

交通用の電力AWG廃棄物焼却プラントの利用は、WSWグループ内における相乗効

果の良い例です。

バスでH2を利用

最適化による相乗効果の活用 地方輸送に関する目標 生産用資産
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小売市場での成功要因は、強いブランドです。
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展望

弊社はヴッパータール市民の皆様に
ひらめきを与え、いつでもその期待を
超えていきます。

使命

弊社はヴッパータール市民との結び
つきを感じ、日夜問わず生活の質を
高めることに情熱を注いでいます。
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将来、シュタットベルケはさまざまな課題に対処しなけ
ればなりません。

► 安価で分散型の貯蔵施設

► 分散型装置の操作

► 情報通信基盤

► ポートフォリオの多様化

► お客様の地位向上

► 大きな市場力学-崩壊
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WSWはつまり、地域インフラストラクチャの運営者なのです。
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ご清聴ありがとうございました。

Sören Högel

WSW Energie & Wasser AG

戦略・開発部門長

soeren.hoegel@wsw-online.de

mailto:soeren.hoegel@wsw-online.de


補助資料



現在480GWhの地域暖房を、2つのグリッドの1,200
名のお客様に供給
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プラント 燃料 熱容量

1 HKW Elberfeld 石炭 198 MWth

2 HKW Barmen ガス 80 MWth

3 Heizkessel 14 ガス 32 MWth

4 Heizwerk 

Viehhof

油 84 MWth

5 Heizwerk U.-

barmen

油 56 MWth

6 MHKW AWG 廃棄物 165 MWth

長さ 売上 ピーク負荷

蒸気 69 km 439 GWh 151 MWth

温水 23 km 46 GWh 18 MWth

地域暖房グリッド

地域暖房の提供

6
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政治、社会で気候や環境保護への意識が高まって
います。
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► それを受けて、地域の公益事業に対してさまざまな要求が生まれています。

エネルギー部門 輸送部門

エネルギーの転換：気候保護目標と供給の信頼性

再生可能エネルギーによるCO2削減

従来型の発電はプレッシャーにさらされ
ている

柔軟性を向上させる必要あり

より高い環境基準

新技術
 E-モビリティなど

顧客期待の高まり
デジタル化など

部門間のつながりが、さらなる利点を生み出します。

WSWは完全に統合された地域の公益事業会社として、新たな統合ビジネスモデルを
実現する可能性を秘めています。  Power-to-Mobilityなど
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WSWグループ内で水素を生産することで、供給の安定
性を確保し、柔軟性を持たせます。
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WSW-グループ

廃棄物発電プラント
（AWG）

燃料電池バス
（WSW mobil）

発電容量の管理
（WSW Energie & 

Wasser）

電解槽

現在、WSWグループ内でこのコンセプトの適用を検討、実施しています。

このプロジェクトは、国内や欧州のバスやインフラ開発ファンドに申請中です。

エネルギー 水素

エネルギー市場
エネルギー市場に対する

最適化

WSWグループ内での
燃料電池車両のさらな

る可能性
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